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第
１
回
通
常
議
員
総
会
開
催 

令
和
６
年
は
、
元
日
に
能
登
半
島
地
震
の
発
生
、
翌
日

に
は
被
災
地
支
援
に
向
か
う
海
上
保
安
庁
の
航
空
機
と

JAL

５１６
便
が
滑
走
路
上
で
衝
突
、
航
空
事
故
を
起
こ
す
と

い
う
大
惨
事
が
続
き
、
波
乱
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。
被

災
さ
れ
た
皆
様
に
あ
ら
た
め
て
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
皆
様
の
安
全
と
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
我
国
の
情
勢
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
経
済
財
政
運

営
に
当
た
っ
て
は
、
経
済
の
再
生
を
最
優
先
課
題
と
し
、
引

続
き
「
新
し
い
資
本
主
義
」
の
旗
の
下
、
社
会
的
課
題
解
決

と
経
済
成
長
の
実
現
を
掲
げ
ま
し
た
。
令
和
６
年
７
月
に

は
、
２０
年
ぶ
り
に
新
紙
幣
が
発
行
さ
れ
、
商
工
会
議
所
創

設
者
で
あ
る
渋
沢
栄
一
翁
が
一
万
円
札
に
描
か
れ
た
こ
と

は
、
私
共
に
と
り
ま
し
て
も
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

 

－１－ 

「
日
本
資
本
主
義
の
父
」
と
呼
ば
れ
た
渋
沢
翁
の
理
念
が

受
け
継
が
れ
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取

り
組
み
を
期
待
い
た
す
も
、
現
在
の
日
本
は
資
本
主
義
と

呼
べ
る
の
か
疑
問
が
残
り
ま
す
。
我
々
を
取
巻
く
現
状
に

お
い
て
、
持
続
的
賃
上
げ
の
実
現
や
企
業
の
設
備
投
資
意

欲
の
増
大
な
ど
は
、
大
都
市
圏
の
一
部
大
手
企
業
に
と
ど

ま
り
、
地
方
の
中
小
零
細
企
業
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
経
営

環
境
に
晒
さ
れ
、
都
市
と
地
方
と
の
格
差
は
広
が
る
一
方

で
あ
り
ま
す
。 

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
と
原
材
料
価
格
が
高
止
ま
り
す
る

中
、
「
コ
メ
価
格
２
倍
高
騰
」
は
深
刻
な
社
会
問
題
と
し
て

我
々
の
生
活
に
直
接
打
撃
を
与
え
て
お
り
、
適
切
な
政
府

対
応
が
望
ま
れ
る
も
、
そ
の
効
果
は
一
向
に
見
ら
れ
ず
、
政

治
へ
の
不
信
に
も
歯
止
め
が
か
か
り
ま
せ
ん
。 

世
界
情
勢
を
顧
み
ま
す
と
、
第
２
次
ト
ラ
ン
プ
政
権
に

よ
る
政
策
で
は
、
自
国
第
一
主
義
を
貫
き
、
「
ト
ラ
ン
プ
関

税
」
を
発
動
。
二
転
三
転
す
る
関
税
措
置
に
、
世
界
中
が

警
戒
感
を
強
め
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

他
方
、
３
年
を
経
過
し
た
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
停

戦
に
向
け
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
介
入
す
る
な
ど
新
た
な

動
き
が
見
ら
れ
、
早
期
の
戦
争
終
結
を
願
う
も
の
で
す
。 

そ
の
様
な
中
、
地
元
で
は
、
北
海
道
新
幹
線
の
札
幌
延

伸
が
従
来
の
目
標
か
ら
大
幅
に
遅
れ
、
「
２
０
３
８
年
度
末
」

と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
沿
線
関
係
団
体
で
は
、
一
日
も
早
い

開
業
を
国
へ
求
め
る
動
き
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
ピ
ン
チ
を
チ
ャ 

令
和
７
年
度 

【
事
業
報
告
総
括
】 

 

令
和
７
年
度
第
１
回
通
常
議
員
総
会
が
６
月
２５
日
（水
）

『
プ
ラ
ザ
武
蔵
』
に
於
い
て
開
催
さ
れ
、
議
員

４６
名
（
内

委
任
状

25
名
）
が
出
席
、
は
じ
め
に
、
監
事
よ
り
監
査

報
告
が
な
さ
れ
、
そ
の
後
、
令
和
６
年
度
事
業
報
告
並

び
に
収
支
決
算
報
告
が
行
わ
れ
、
審
議
し
た
結
果
、
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

ン
ス
と
捉
え
、
従
来
の
見
方
を
変
え
、
新
た
な
価
値
創
造

に
尽
力
す
べ
き
で
す
。
ま
た
、
JR
貨
物
は
日
本
の
物
流
を

支
え
る
重
要
な
存
在
で
あ
り
、
北
海
道
に
お
い
て
は
、
「
日

本
の
食
糧
宝
庫
」と
呼
ば
れ
る
こ
の
地
の
農
産
物
や
海
産
物

を
、
全
国
へ
輸
送
す
る
上
で
不
可
欠
な
役
割
を
担
っ
て
お
り

ま
す
。
大
都
市
圏
を
始
め
と
す
る
遠
く
離
れ
た
消
費
地
へ
、

効
率
的
か
つ
安
定
的
に
届
け
る
こ
の
大
動
脈
を
何
と
し
て

も
守
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

さ
て
、
当
所
で
は
様
々
な
知
恵
と
工
夫
を
凝
ら
し
、
令

和
６
年
度
事
業
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
前
年
度
に

引
続
き
実
施
い
た
し
ま
し
た
町
民
向
け
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
（
建
設
商
品
券
９
）
は
、
通
算
９
回
目
を
迎
え
、
本

年
は
特
に
、
近
年
の
猛
暑
に
よ
る
健
康
被
害
、
熱
中
症

対
策
と
し
て
、
エ
ア
コ
ン
設
置
を
強
力
に
サ
ポ
ー
ト
い
た

し
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
に
は
高
い
関
心
を
お
寄
せ
頂
き
、

「
建
設
商
品
券
９
」
は
目
標
販
売
額
を
大
き
く
上
回

り
、
実
に
１３５
％
の
達
成
率
と
な
り
ま
し
た
。
当
所
で
は

森
町
へ
補
助
金
の
増
額
を
要
請
い
た
し
、
ご
支
援
を
賜
り
、

申
込
者
全
員
に
ご
購
入
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
森
町
の
経
済
活
性
化
を
図
る
目
的
で
、
森
町

役
場
と
連
携
し
た
「も
り
ま
ち
応
援
券
４
」
事
業
を
、
一
昨

年
に
続
き
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
物
価
高
騰
・
原
材
料
高

な
ど
の
影
響
を
受
け
て
い
る
町
民
の
皆
様
の
一
助
を
担
う

と
と
も
に
、
地
元
経
済
の
回
復
に
努
め
ま
し
た
。 

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
人
々
の
生
活
ス
タ
イ
ル
が
変

化
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
縮
小
す
る
地
元
飲
食
店
に
活

気
を
取
り
戻
そ
う
と
、
５
年
ぶ
り
に
「モ
リ
ッ
キ
ー
街
」を
開

催
。
こ
の
度
は
、
土
・
日
曜
日
の
週
末
開
催
と
し
、
平
日
開

催
で
は
取
り
こ
ぼ
し
が
ち
な
町
外
か
ら
の
集
客
に
も
功
を

奏
し
ま
し
た
。 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さ
て
、
豊
か
な
農
水
産
物
を
有
す
る
我
が
森
町
で
す

が
、
知
名
度
の
引
上
げ
が
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
り
ま
す
。
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
い
地
元
特
産
品
を
国
内
外
に
広
く
発
信

す
る
た
め
「
商
談
会
等
出
展
支
援
事
業
」
を
令
和
６
年
度

も
継
続
し
て
実
施
し
、
更
な
る
支
援
強
化
に
努
め
ま
し

た
。 こ

の
様
に
、
森
町
の
諸
課
題
を
解
決
し
、
力
強
く
前
進

す
る
た
め
に
は
、
森
町
役
場
、
と
り
わ
け
森
町
長
は
じ

め
、
森
町
議
会
、
地
元
企
業
、
経
済
団
体
等
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
何
よ
り
重
要
と
考
慮
い
た
し
、
岡
嶋
町
長
様
と

年
に
４
回
の
懇
談
会
開
催
の
約
束
を
い
た
し
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
令
和
６
年
度
に
お
い
て
は
６
月
開
催
の
一
度

き
り
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
は
否
め
ま
せ
ん
。
よ

り
良
い
街
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、
情
報
共
有
と
相

互
理
解
は
不
可
欠
で
あ
り
、
２
月
に
は
当
所
と
森
町
議
会

と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
。
今
、
森
町
に
と
っ
て
真
に
必
要

な
モ
ノ
は
何
な
の
か
。
森
町
役
場
新
庁
舎
建
設
を
は
じ

め
、
道
の
駅
整
備
に
係
る
詳
細
な
ど
、
森
町
の
将
来
を
見

据
え
た
適
切
な
町
政
が
執
行
さ
れ
る
よ
う
、
議
員
の
方
々

に
議
会
機
能
の
充
実
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
多
岐
に

わ
た
る
テ
ー
マ
で
有
意
義
な
議
論
が
行
わ
れ
、
活
発
な
意

見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
老
朽
化
す
る
地
域
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
防
災
対
策

に
つ
い
て
、
例
年
、
函
館
開
発
建
設
部
と
の
意
見
交
換
会
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
活
火
山
駒
ケ
岳
の
ふ
も
と
に
位
置

す
る
森
町
は
、
火
山
噴
火
に
よ
る
災
害
の
危
険
性
が
高

く
、
ま
た
、
地
震
・
津
波
発
生
時
に
、
町
民
の
生
命
、
財
産

を
守
る
た
め
に
は
、
避
難
道
の
設
置
が
急
務
で
あ
り
ま

す
。
当
局
と
の
意
見
交
換
を
通
し
、
関
係
機
関
か
ら
の

情
報
提
供
を
受
け
、
当
町
の
抱
え
る
諸
課
題
の
現
況
を
伝

え
る
と
と
も
に
、
改
善
へ
向
け
た
取
組
み
を
要
望
し
続
け
て

お
り
ま
す
。 

－２－ 

当
所
相
談
業
務
に
お
い
て
は
、
会
員
様
の
経
営
指
導
の
強

化
、
税
制
改
正
対
策
、
労
務
管
理
の
指
導
強
化
、
そ
の

他
、
経
済
情
勢
に
対
処
す
る
た
め
「
中
小
企
業
等
事
業
再

構
築
促
進
補
助
金
」
の
申
請
に
伴
う
サ
ポ
ー
ト 

な
ら
び

に
「
森
町
特
定
創
業
支
援
等
事
業
認
定
」
に
係
る
相
談
、

ア
ド
バ
イ
ス
な
ら
び
に
「森
町
創
業
支
援
事
業
補
助
金
」事

業
計
画
に
係
る
相
談
、
指
導
等
を
積
極
的
に
実
施
い
た
し

ま
し
た
。
ま
た
、
確
定
申
告
の
時
期
に
は
、
個
別
の
事
業
所

へ
の
き
め
細
や
か
な
対
応
に
も
尽
力
い
た
し
ま
し
た
。 

な
お
、
当
所
財
政
基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め
、
新
入 

会
員
の
加
入
勧
奨
を
積
極
的
に
行
い
、
令
和
６
年
度
は
、
４
事

業
所
の
加
入
実
績
で
あ
り
ま
し
た
が
、
経
営
不
振
や
高
齢
の
た

め
、
１７
事
業
所
様
が
退
会
さ
れ
ま
し
た
。 

ほ
か
に
、
会
員
企
業
従
業
員
の
福
利
厚
生
の
た
め
の
各
種
共

済
制
度
の
充
実
と
、
健
康
経
営
の
推
進
、
ま
た
、
各
種
検
定
試

験
の
実
施
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
企
業
情
報
の
発
信
な
ど
、
地

域
経
済
総
合
発
展
の
た
め
会
員
並
び
に
役
職
員
一
同
、
総
力
を

結
集
し
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

以
下
、
令
和
６
年
度
森
商
工
会
議
所
の
事
項
別
事
業
の
概

要
を
報
告
い
た
し
ま
す
。 

（単位：円）

一般会計 相談所会計 収益事業会計 退職金会計 基金会計

決 算 額 決 算 額 決 算 額 決 算 額 決 算 額

会 費 9,173,500 9,173,500

特 定商 工 業者 負担 金 207,000 207,000

道 費 補 助 金 17,764,679 17,764,679

町 補 助 金 9,477,000 8,199,000 17,676,000

商 談 会 等 出 展 支 援

事 業 補 助 金
400,000 400,000

プ レ ミ ア ム 商 品 券

販 売 事 業 補 助 金
13,838,268 13,838,268

事 業 収 入 211,000 364,000 8,397,989 8,972,989

雑 収 入 539,778 44,169 6,274,367 6,511 10,200 6,875,025

繰 入 金 2,000,000 42,717 500,000 2,000,000 4,542,717

繰 越 金 3,143,432 0 6,905,009 11,985,043 24,581,288 46,614,772

収 入 合 計 38,989,978 26,414,565 21,577,365 12,491,554 26,591,488 126,064,950

一般会計 相談所会計 収益事業会計 退職金会計 基金会計

決 算 額 決 算 額 決 算 額 決 算 額 決 算 額

事 業 費 1,782,924 1,726,876 0 3,509,800

プ レ ミ ア ム 商 品 券

販 売 事 業 費
13,838,268 13,838,268

給 与 費 6,931,825 18,229,656 2,160,000 27,321,481

福 利 厚 生 費 1,245,090 3,029,354 390,289 4,664,733

旅 費 交 通 費 635,120 584,991 0 1,220,111

事 務 費 4,265,137 716,696 1,217,042 6,198,875

家 屋 費 2,230,956 2,230,956

会 議 費 274,531 23,000 0 297,531

渉 外 費 353,350 0 353,350

支 払 手 数 料 221,045 221,045

賃 貸 料 0

公 課 分 担 金 918,300 864,900 1,783,200

福 利 環 境 整 備 費 860,472 860,472

繰 出 金 2,542,717 2,000,000 0 4,542,717

退 職 給 与 金 0 0

雑 費 123,197 103,520 82,084 308,801

森 町 補 助 金 返 還額 1,140,000 1,140,000

未 納 会 費 回 収 不 能 額 45,500 45,500

予 備 費 0 0 0 0 0 0

支 出 合 計 35,186,915 26,414,565 6,935,360 0 0 68,536,840

収支剰余金 3,803,063 0 14,642,005 12,491,554 26,591,488 57,528,110

合　　　計 38,989,978 26,414,565 21,577,365 12,491,554 26,591,488 126,064,950

　 　令和６年度　森商工会議所収入支出決算書総括表

自 令和６年４月１日 ～ 至 令和７年３月３１日

科 目　／　区 分 合　　　計

科 目　／　区 分 合　　　計
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◎
役
員
・
議
員
・
職
員 

表
彰 

◆
北
海
道
商
工
会
議
所
連
合
会 

永 
年 

勤 

続 

表 

彰 

           

【
役
員
・
議
員
３０
年
以
上
】 

 

・
議 

 
 

員 
 

中 

澤 

克 

宣 
 
 

代
表
取
締
役 

 
 

【職 
 
 

 

員
１０
年
以
上
】 

 

・
相
談
課
長 

 

岩 

村 

勇 

輝 
 
 

（
敬

称

略

） 

第
７３
回
全
道
商
工
会
議
所
大
会 

森
商
工
会
議
所
・浦
河
商
工
会
議
所 

 
 
 

運
営
体
制
に
か
か
る
意
見
交
換
会 

日
高
管
内
の
太
平
洋
沿
岸
に
位
置
す
る
浦
河
町

は
、
日
高
山
脈
と
太
平
洋
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な

町
で
す
。
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
の
生
産
が
盛
ん
で
、
「
馬
の
ま

ち
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

       

事
務
局
（
職
員
体
制
）
・
議
員
体
制
・
各
助
成
金
・

町
づ
く
り
等
に
つ
い
て
双
方
の
会
議
所
現
況
が
説
明

さ
れ
た
後
、
今
後
の
会
議
所
運
営
に
つ
い
て
、
変
化
の

激
し
い
時
代
に
対
応
し
、
会
員
に
と
っ
て
必
要
と
さ

れ
る
会
議
所
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
何
を
す
べ
き
か

等
、
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

◆
日
本
商
工
会
議
所 

永 

年 

勤 

続 

表 

彰 

           

 

【
役
員
・
議
員
２０
年
以
上
】 

 

・
議 

 
 

員 
 

種 

田 

眞 

也 
 
 

代
表
取
締
役 

令
和
７
年
５
月

１２

日

（
月
）
当
所
２
階
・
交
流
イ

ベ
ン
ト
サ
ロ
ン
に
お
い
て
浦

河
商
工
会
議
所
な
ら
び
に

森
商
工
会
議
所
役
職
員

１０
名
に
よ
り
意
見
交
換

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

７
月
４
日
～
５
日
の
２
日
間
、
北
見
市
に
於
い
て
第
７３
回
全
道
商
工

会
議
所
大
会
が
開
催
さ
れ
、
全
道

42
商
工
会
議
所
か
ら
約
４２０
名

が
出
席
し
ま
し
た
。
当
所
か
ら
は
、 

伊
藤
会
頭
は
じ
め
８
名
の
役
員
・

職
員
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。 

          

２
日
目
は
、
第
１
部
〈全
道
大
会
本
大
会
〉と
第
２
部
〈特
別
講
演
〉が
行

わ
れ
、
本
大
会
で
は
、
は
じ
め
に
、
国
歌
斉
唱
、
物
故
会
員
へ
黙
祷
を
捧

げ
、
つ
ぎ
に
、
大
会
主
催
者
を
代
表
し
て
道
商
連
会
頭 

岩
田
圭
剛
氏
が

挨
拶
を
さ
れ
、
北
見
商
工
会
議
所 

舛
川
誠
氏
が
開
催
地
会
頭
挨
拶
を

さ
れ
ま
し
た
。 

つ
づ
い
て
、
来
賓
者
が
紹
介
さ
れ
、
北
海
道
経
済
産
業
局
長 

浦
田
秀

行
氏
、
北
海
道
知
事
代
理 

三
橋
剛
副
知
事
、
北
見
市
長 

辻
直
孝
氏
、

日
本
商
工
会
議
所
常
務
理
事 

畠
山
一
成
氏
の
４
名
が
祝
辞
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。 

議
事
に
お
い
て
は
、
道
内
42
商
工
会
議
所
で
取
り
ま
と
め
た
地

域
の
諸
課
題
に
対
す
る
政
策
提
言
・
要
望
事
項
と
し
て
、
「
現
下
の

状
況
を
打
開
す
る
早
急
な
景
気
・
経
済
対
策
の
実
行
」
、
「
人
手
不
足

へ
の
対
応
強
化
並
び
に
地
域
人
材
の
確
保
・
育
成
」
、
「
中
小
・
小
規

模
事
業
者
の
事
業
活
動
を
支
え
る
環
境
整
備
」
な
ど
、
特
別
提
案

を
含
む
１３
議
案
が
発
表
さ
れ
、
満
場
一
致
で
採
決
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
政
策
提
言
・
要
望
事
項
は
、
当
日
、
北
海
道
や
道
内
の
関
係

省
庁
に
手
交
さ
れ
た
ほ
か
、
後
日
、
国
の
財
務
省
や
国
土
交
通
省

な
ど
の
関
係
省
庁
に
中
央
要
望
を
行
い
ま
す
。 

大
会
初
日
は
ゴ
ル
フ
大
会
と
懇
親
会

が
開
催
さ
れ
、
ゴ
ル
フ
大
会
に
は
伊

藤
会
頭
・
伊
藤
昇
常
議
員
・
河
野
昭

次
常
議
員
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ホ
テ
ル
黒
部
に
て
開
催
さ
れ

た
懇
親
会
で
は
地
元
、
北
見
を
は
じ

め
道
東
・
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
網
走
、
釧

路
、
根
室
の
特
産
品
を
ふ
ん
だ
ん
に
使

っ
た
お
料
理
が
テ
ー
ブ
ル
を
彩
り
、
和

や
か
な
う
ち
に
進
行
さ
れ
ま
し
た
。 

会費納入のお願い 

 ７月は、当商工会議所の会費納入月となっ 

ております。 

会費の納入はお手数ですがお振込または 

事務所までご持参下さいます様お願い申 

し上げます。 

令和７年度第２期分 

納付期限  

８月８日(金) 
 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

           

 

 

 

 

 

 

 

－４－ 

金 利 

去
る
６
月
１６
日
（
月
）
、
北
海
道
教
育
庁
渡
島
教
育
局
長 

長
居
成
好
氏
、
北
海
道
渡
島

総
合
振
興
局
長 

佐
藤
秀
行
氏
、
外
５
名
が
来
所
さ
れ
、
新
規
学
卒
者
の
雇
用
に
つ
い
て
左
記

の
要
望
書
が
伊
藤
会
頭
に
手
交
さ
れ
ま
し
た
。 

会
員
事
業
所
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
新
規
学
校
卒
業
者
に
対
す
る
職
業
選
択
を

的
確
に
行
う
た
め
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
上
で
の
企
業
情
報
発
信
や
職
業
理
解
の
た
め
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
受
け
入
れ
等
に
つ
い
て
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

新
規
学
校
卒
業
者
の
雇
用
に
係
る
要
請 

〈新規学卒者の採用活動と職場定着についてのお願い〉 
 
平素より地域における経済・雇用対策の推進につきまして、格別の御理
解と御協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 
 
 さて、函館公共職業安定所管内における高等学校卒業者の就職内
定率は 98.5％、求人倍率は 2.32 倍と、いずれも前年に続き良好な水準
となりました。 
 これはひとえに貴会並びに会員企業の皆様の新規学卒者の採用に対
する御尽力の賜物であり、心より感謝申し上げます。 
 一方で、北海道においては令和 6年 3月時点における新規高卒就職
者の 3 年以内離職率は 45.3％と、全国と比較しても高い傾向にあり、若
年者の道外流出も含め、重要な課題となっております。 
 こうした状況を踏まえ、関係行政機関では、新規学卒者の早期離職の
防止や職場定着の促進等のため、在学中からの勤労観・職業観の醸
成や、企業との連携による就職後のフォローアップ体制の充実に取り組
んでおります。 
 学生が自身の将来像を具体的に描き、自分に適した職業選択を行え
るように支援することは、職業選択の適正化に資するものであり、近年で
は、就職活動においてウェブページ上の情報が重視される傾向が強まっ
ておりますことから、仕事内容や職場環境、育成方針などの企業情報に
ついても、ウェブページ上での積極的な発信をしていただきますよう、御協
力をお願いいたします。 
 併せて、インターンシップにつきましては、職業理解を深め、入社後のミ
スマッチや早期離職を防ぐ観点からも極めて有効です。学生が職場や
業務内容を体感できる機会として、積極的な受け入れについても御配慮
賜りますようお願い申し上げます。 
 また、今年度から全国高等学校統一用紙が大幅に改正され、パソコ
ンによる作成も可能となりました。これに伴い、応募書類の作成方法により
不利益な取扱いがなされることのないよう、適切な対応をお願いすること
とともに、公正な採用選考の遵守についても改めてご確認くださいますよう
お願いいたします。 
 
 さらに、新規学卒者が早期に離職することなく、企業の中でスキルを積
み重ね成長していけるよう、個別の指導やフォローアップを通じた丁寧な
育成の推進についても、特段の御配慮をお願い申し上げます。 
 今後とも、貴会並びに会員企業の皆様の変わらぬ御理解と御協力を
賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 


